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植
生
の
成
立
や
分
布
に
影
響
を
及
ぼ
す
環
境
要
因
に

は
、
気
候
的
要
因
（
気
温
、
降
水
量
、
積
雪
、
風
な
ど
）、

土
地
的
要
因（
地
形
、地
質
な
ど
）、生
物
的
要
因（
動
物
、

人
間
な
ど
）が
あ
る（
１
）。光
合
成
を
行
う
植
物
に
と
っ

て
は
、
気
候
が
最
も
基
本
的
な
要
因
で
、
中
で
も
気
温

と
降
水
量
が
重
要
で
あ
る
。

人
類
が
進
化
し
地
球
全
体
に
分
布
を
拡
大
し
た
「
第

四
紀
（
約
２
６
０
万
年
前
～
現
在
）」
と
い
う
地
質
時

代
に
は
、
氷
期
（
寒
冷
期
）

－

間
氷
期
（
温
暖
期
）
サ

イ
ク
ル
と
い
う
、
数
万
～
10
万
年
ス
ケ
ー
ル
の
気
候
変

動
が
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
（
２
）。
こ
う
し
た

地
球
規
模
の
気
候
変
動
は
、
植
生
の
成
立
や
分
布
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
に
違
い
な
い
。

日
本
列
島
は
現
在
、
温
暖
で
降
雨
に
恵
ま
れ
て
い
る

た
め
、
そ
の
大
部
分
が
森
林
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
自
然
状
態
に
近
い
森
林
は
少
な
く
、
ス
ギ

な
ど
の
人
工
林
の
ほ
か
、
主
に
薪
炭
林
と
し
て
維
持
管

理
さ
れ
、
そ
の
後
、
放
棄
さ
れ
た
里
山
の
二
次
林
な
ど

が
多
く
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
は
、
過
去
の
人
間
活
動

も
ま
た
、
植
生
の
成
立
や
分
布
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ

な
い
環
境
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

昔
の
植
生
や
そ
の
変
遷
を
知
る
方
法
に
は
、
ど
ん
な

も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
有
史
以
降
だ
と
、
古
文
書
や

絵
図
・
地
形
図
な
ど
を
参
照
で
き
る
。
考
古
遺
跡
の
発

掘
調
査
か
ら
森
林
資
源
の
利
用
を
調
べ
る
方
法
も
あ
る

が
、
遺
跡
周
辺
に
広
が
っ
て
い
た
植
生
景
観
ま
で
調
べ

る
の
は
難
し
い
こ
と
も
あ
る
。
湖
沼
や
湿
原
に
は
、
泥

や
泥
炭
（
あ
る
程
度
の
分
解
や
炭
化
を
受
け
た
植
物
遺

体
が
堆た
い

積せ
き

し
た
土
）
な
ど
が
厚
く
堆
積
し
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
葉
や
種
子
、
果
実
、
木
材
、
植

物
ケ
イ
酸
体
（
植
物
細
胞
に
蓄
積
す
る
ケ
イ
酸
成
分
）、

微
粒
炭
（
山
火
事
な
ど
で
植
物
が
燃
焼
し
て
で
き
た
炭

の
か
け
ら
）
な
ど
、
過
去
の
植
生
を
探
る
上
で
重
要
な

手
が
か
り
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
花
粉
」
の
化
石
も
多

量
に
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
、

花
粉
が
も
つ
本
来
の
役
割
や
特
徴
、
花
粉
分
析
と
い
う

研
究
方
法
な
ど
を
説
明
す
る
。
次
に
、
花
粉
分
析
か
ら

過
去
の
人
間
活
動
の
影
響
を
読
み
取
る
方
法
を
解
説

し
、花
粉
分
析
と
考
古
・
歴
史
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
京
都
盆
地
に
お
け
る
過
去
２
千
年
間
の
植
生
変
遷
と

人
間
活
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

花
粉
は
化
石
と
な
る

春
先
に
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
、「
ひ
ょ
っ
と
し
て
花

粉
症
？
」
と
聞
か
れ
る
ほ
ど
、
花
粉
症
は
身
近
に
な
っ

た
。
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
人
（
著
者
も
そ
の
一

人
）
に
と
っ
て
、
花
粉
は
厄
介
な
も
の
に
違
い
な
い
。

花
粉
に
は
本
来
、ど
ん
な
役
割
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

花
粉
と
は
、そ
の
中
に
も
つ
精
細
胞
あ
る
い
は
精
子
を
、

雌
し
べ
の
中
の
卵
細
胞
に
送
り
届
け
る
た
め
の
袋
で
、

種
子
を
つ
く
り
次
の
世
代
を
残
す
上
で
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
花
粉
の
大
き
さ
は
お
お
む
ね
、
20
～

60
㍃
㍍
（
マ
イ
ク
ロ
は
１
０
０
０
分
の
１
ミ
リ
）
で
あ

る
。
た
だ
し
、
例
外
は
あ
る
。
そ
う
め
ん
の
薬
味
に
使

う
ミ
ョ
ウ
ガ
の
大
き
さ
は
約
２
０
０
㍃
㍍
で
、
園
芸
植

物
と
し
て
人
気
の
あ
る
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ
の
仲
間
で
は
５

㍃
㍍
を
下
回
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
肉
眼
で
そ
の
外

形
を
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

花
粉
に
は
、
二
つ
の
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
目

は
、
花
粉
は
「
総
壁
」
と
呼
ば
れ
る
丈
夫
な
壁
を
も
つ

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
総
壁
の
最
も
外
側
に
あ

る
「
外
壁
」
部
分
は
化
石
と
し
て
地
層
の
中
に
長
く
保

存
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
二
つ
目
は
、
花
粉
が
も
つ
外

形
が
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
で
あ
る
（
図

１
）。
た
だ
し
、「
種
」
と
い
う
分
類
単
位
で
花
粉
を
見

定
め
る
こ
と
は
難
し
く
、
多
く
の
場
合
、
そ
れ
よ
り
も

上
位
の
分
類
単
位
で
あ
る
「
属
」
あ
る
い
は
「
科
」
で

の
同
定
と
な
る
。
花
粉
を
同
定
す
る
に
は
、
形
や
大
き

さ
、
発
芽
口
（
花
粉
管
が
伸
び
始
め
る
場
所
）
の
数
や

配
列
の
仕
方
、
外
壁
表
面
の
模
様
な
ど
の
特
徴
が
重
要

で
あ
る
。

図
１
に
示
す
花
粉
の
う
ち
、
ア
カ
マ
ツ
花
粉
（
写
真

花
粉
か
ら
読
み
解
く
昔
の
植
生
と
人
間
活
動

その１

高
知
大
学
理
工
学
部
准
教
授
　
三
宅 
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１
）
の
み
解
説
し
よ
う
。
花
粉
の
本
体
は
中
央
の
部
分

で
、
そ
の
両
側
は
気
の
う
（
空
気
の
袋
）
で
あ
る
。
気

の
う
は
空
中
に
と
ど
ま
り
風
で
飛
ば
さ
れ
る
の
に
適
し

た
構
造
と
い
え
る
。
花
粉
は
小
さ
い
が
、
そ
の
形
は
巧

み
で
美
し
く
、
そ
れ
で
い
て
奇
妙
で
愛あ
い

嬌き
ょ
うが
あ
る
。

「
花
粉
分
析
」
と
は
、
湖
沼
や
湿
原
な
ど
で
堆
積
物

を
採
取
し
、
取
り
出
し
た
花
粉
化
石
を
同
定
し
て
、
そ

の
組
成
か
ら
過
去
の
植
生
や
そ
れ
に
関
わ
る
環
境
の
変

遷
を
調
べ
る
方
法
で
あ
る
。
日
本
で
は
１
９
３
０
年
代

初
頭
を
皮
切
り
に
、
花
粉
分
析
に
よ
る
研
究
は
大
い
に

進
み
、
現
在
で
は
古
植
物
学
や
古
生
態
学
の
ほ
か
、
古

海
洋
学
、
古
気
候
学
、
考
古
学
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
研

究
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。

花
粉
分
析
研
究
の
進
展
に
は
年
代
測
定
法
の
発
達
が

深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
第
四
紀
後
期
で
は
、「
放
射
性

炭
素
法
」
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
放
射
性

炭
素
法
と
は
、
生
物
遺
体
に
残
存
す
る
炭
素
の
放
射
性

同
位
体
（
Ｃ
14
）
を
測
る
こ
と
で
、
遺
体
の
堆
積
年
代

を
推
定
す
る
方
法
で
あ
る
。
近
年
に
な
っ
て
、
遺
体
に

残
る
Ｃ
14
を
微
量
で
も
高
感
度
で
測
定
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
大
気
中
の
Ｃ
14
濃
度
の
経
年
的
な
変
動
が
明
ら

か
と
な
る
に
及
び
、
植
生
が
変
化
し
た
年
代
や
歴
史
イ

ベ
ン
ト
が
起
き
た
年
代
を
精
度
よ
く
見
積
も
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
。

ア
カ
マ
ツ
花
粉
と
人
間
活
動

植
生
は
、
過
去
に
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
の
変
動

に
多
様
な
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
変
遷
を
繰
り
返
し
つ

つ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
花
粉
分
析
資
料

か
ら
過
去
の
人
間
活
動
の
影
響
を
読
み
取
る
に
は
、
環

境
変
動
の
影
響
と
人
間
活
動
の
影
響
と
を
区
別
す
る
た

め
の
根
拠
が
必
要
と
な
る
。

北
海
道
を
除
く
日
本
列
島
の
花
粉
分
析
資
料
を
見
る

と
、
約
３
０
０
０
年
前
以
降
の
あ
る
時
期
か
ら
マ
ツ
属

花
粉
が
増
加
す
る
現
象
が
あ
る
。
例
え
ば
、
高
知
平
野

で
は
約
２
０
０
０
年
前
か
ら
マ
ツ
属
花
粉
が
増
加
す
る

（
３
）（
図
２
）。
１
９
４
０
年
代
に
は
世
界
各
地
の
花

粉
分
析
資
料
か
ら
、
後
氷
期
後
期
（
約
４
０
０
０
年
前

～
現
在
）
に
お
け
る
減
暖
化
が
示
さ
れ
て
い
た
（
後
年
、

花
粉
分
析
と
は
別
の
古
気
候
に
関
す
る
研
究
か
ら
、
こ

の
推
論
が
正
し
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
）。
こ
の
た
め
、

日
本
に
お
け
る
マ
ツ
属
花
粉
の
増
加
は
当
初
、
こ
の
地

球
規
模
の
気
候
変
動
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
。
元
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
（
故
）
塚
田
松
雄
博
士
は
、

１
９
５
０
～
１
９
８
０
年
代
に
か
け
て
、
中
部
地
方
を

中
心
に
花
粉
分
析
を
行
い
、
マ
ツ
属
花
粉
の
増
加
が
気

候
変
動
で
は
な
く
人
間
活
動
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

た
こ
と
を
証
明
し
た
。
以
下
で
述
べ
る
塚
田
博
士
の
研

図２　高知平野伊達野低湿地における過去約６万年間の花粉変遷
図（文献３をもとに著者が作成）

　　　樹木花粉の総数を基本数として、各々の花粉の出現頻度を
百分率で表している。花粉の変遷に基づくと、本低湿地周
辺では温帯針広混交林（時代①）から照葉樹林（時代②）に、
そしてアカマツ二次林（時代③）へと植生が移り変わった
ことが分かる。

図１　さまざまな植物の花粉の光学顕微鏡像
　　　写真１：アカマツ、２：モミ、３：ツガ、４：スギ、５：

ヤマモモ、６：スダジイ、７：イチイガシ、８：ミズナ
ラ、９：ブナ、10：栽培イネ、11：ソバ。

　　　図中の矢印は発芽口（孔や溝）の一例を示す。アカマツ（写
真１）は二葉マツの仲間である。二葉マツ花粉には２つ
ある気のうの間に模様がない。他方、五葉マツ花粉には
ソバカス状の模様がある。
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究
を
も
と
に
説
明
し
よ
う
。

中
部
地
方
の
山
地
帯
域
に
お
け
る
研
究
結
果
を
見
る

と
、
後
氷
期
後
期
に
モ
ミ
属
、
ト
ウ
ヒ
属
、
ツ
ガ
属
な

ど
の
常
緑
針
葉
樹
の
花
粉
化
石
が
増
加
す
る
。
こ
れ
ら

の
分
類
群
は
山
地
帯
よ
り
上
部
の
亜
高
山
帯
に
発
達
す

る
常
緑
針
葉
樹
林
の
主
な
構
成
要
素
で
あ
る
。
塚
田
博

士
は
こ
の
現
象
が
減
暖
化
に
伴
う
亜
高
山
帯（
亜
寒
帯
）

常
緑
針
葉
樹
林
の
分
布
拡
大
を
示
す
と
考
え
た
。
ま

た
、
常
緑
針
葉
樹
花
粉
は
マ
ツ
属
花
粉
に
先
立
っ
て
増

え
始
め
る
た
め
、
マ
ツ
属
花
粉
の
増
加
は
減
暖
化
と
は

異
な
っ
た
要
因
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

長
野
県
野
尻
湖
で
は
、
約
１
５
０
０
年
前
か
ら
マ
ツ

属
複
維
管
束
亜
属
（
二
葉
マ
ツ
の
仲
間
）
花
粉
が
ソ
バ

属
花
粉
と
と
も
に
増
加
す
る
（
４
）。
日
本
産
の
マ
ツ

属
に
は
、
二
葉
マ
ツ
の
ほ
か
、
単
維
管
束
亜
属
（
五
葉

マ
ツ
の
仲
間
）
が
あ
る
。
１
９
５
０
年
代
に
な
る
と
、

両
者
の
花
粉
は
外
形
に
よ
っ
て
区
別
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
図
１
で
は
ア
カ
マ
ツ
の
花
粉
を
紹
介
し
た
。

ア
カ
マ
ツ
は
ク
ロ
マ
ツ
な
ど
と
と
も
に
、
二
葉
マ
ツ
に

分
類
さ
れ
る
。
ア
カ
マ
ツ
と
ク
ロ
マ
ツ
は
現
在
、
丘
陵

帯
か
ら
山
地
帯
に
か
け
て
分
布
す
る
。
ク
ロ
マ
ツ
が
海

岸
沿
い
に
偏
る
一
方
、
ア
カ
マ
ツ
は
内
陸
に
ま
で
広
く

分
布
す
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
列
島
各
地
に
お
け
る
二

葉
マ
ツ
花
粉
の
増
加
は
主
に
、
ア
カ
マ
ツ
花
粉
の
増
加

に
由
来
す
る
と
推
定
で
き
る
。
蕎そ

麦ば

（
ソ
バ
属
）
は
大

陸
起
源
と
さ
れ
る
栽
培
植
物
で
あ
り
、
焼や
き

畑は
た

の
主
な
作

物
で
あ
る
。
野
尻
湖
で
は
さ
ら
に
、
二
葉
マ
ツ
花
粉
の

増
加
に
や
や
先
行
し
て
、
湖
周
辺
に
広
が
る
自
然
林
の

構
成
要
素
で
あ
る
ブ
ナ
型
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
花
粉
が

減
少
す
る
。
こ
の
時
期
に
は
ま
た
、
栽
培
植
物
で
あ
る

稲
（
イ
ネ
属
）
の
ほ
か
、
野
生
の
イ
ネ
科
、
ヨ
モ
ギ
属
、

ア
カ
ザ
科
な
ど
、
人
里
に
生
え
る
草
本
の
花
粉
も
増
加

す
る
。 

山
口
県
宇う

生ぶ

賀か

湿
原
で
は
、
約
７
０
０
０
年
前
と

か
な
り
早
い
時
期
か
ら
二
葉
マ
ツ
花
粉
が
増
加
す
る

（
５
）。ソ
バ
属
花
粉
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
か
ら
出
現
す
る
。

も
う
一
つ
大
事
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
花
粉
と
、
微
粒
炭

の
出
現
開
始
期
や
そ
の
後
の
増
減
傾
向
が
ほ
ぼ
一
致
す

る
こ
と
で
あ
る
。
約
１
５
０
０
年
前
以
降
に
は
、
二
葉

マ
ツ
や
ソ
バ
属
花
粉
は
さ
ら
に
高
率
と
な
り
、
そ
こ
に

イ
ネ
属
花
粉
も
加
わ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
葉
マ
ツ
花
粉
の
増
加
に
代
表
さ
れ

る
花
粉
組
成
の
一
連
の
変
化
は
、
人
間
に
よ
る
農
耕
活

動
や
そ
れ
に
伴
う
自
然
林
の
破
壊
に
よ
っ
て
二
次
林
や

草
地
な
ど
の
半
自
然
的
な
植
生
景
観
が
広
が
り
、
長
く

維
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
人
間
活
動
の
活
発
化
と
と
も
に
ア

カ
マ
ツ
が
増
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
種
は
も
と
も
と
、

栄
養
が
少
な
く
乾
燥
し
た
立
地
に
も
よ
く
耐
え
て
生
育

で
き
る
。
本
種
は
ま
た
、
日
当
た
り
を
好
み
、
安
定
し

た
自
然
林
の
も
と
で
は
更
新
が
難
し
い
。
溶
岩
流
や
地

す
べ
り
な
ど
、
規
模
の
大
き
い
自
然
攪
乱
が
原
因
で
空

所
が
で
き
る
と
、本
種
は
い
ち
早
く
侵
入
し
成
長
し
て
、

優
勢
な
林
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
現
存
す

る
ア
カ
マ
ツ
林
の
多
く
は
、
人
間
活
動
に
よ
っ
て
成
立

し
維
持
さ
れ
て
き
た
二
次
林
で
あ
る
。
例
え
ば
、
照
葉

樹
林
の
一
つ
で
あ
る
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
自
然
林
を
伐
採
す
る

と
、
そ
の
跡
地
に
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
萌ぼ
う

芽が

林
が
で
き
る
。

さ
ら
に
伐
採
し
続
け
る
と
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
は
減
っ
て
ア

ラ
カ
シ
な
ど
が
増
え
、
や
が
て
コ
ナ
ラ
な
ど
の
優
勢
な

落
葉
広
葉
樹
二
次
林
に
変
わ
る
。
伐
採
に
加
え
、
柴し
ば

・

山
草
刈
り
、
落
ち
葉
か
き
、
根
掘
り
な
ど
、
森
林
資
源

の
利
用
を
繰
り
返
す
と
、
落
葉
広
葉
樹
二
次
林
は
ア
カ

マ
ツ
二
次
林
へ
変
化
し
、
最
後
に
は
は
げ
山
と
な
る
。

つ
ま
り
、
後
氷
期
後
期
に
お
け
る
二
葉
マ
ツ
花
粉
の
増

加
は
、
森
林
に
加
え
ら
れ
た
人
間
活
動
が
い
か
に
活
発

で
、
し
か
も
持
続
的
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

花
粉
分
析
と
考
古
・
歴
史
資
料

最
後
に
、
花
粉
か
ら
分
か
る
植
生
変
遷
と
人
間
活
動

に
つ
い
て
、
京
都
盆
地
に
お
け
る
京
都
府
立
大
学
の

佐
々
木
尚
子
博
士
の
研
究
（
６
、７
）
を
紹
介
し
な
が

ら
説
明
し
よ
う
。
京
都
盆
地
は
平
安
京
な
ど
の
建
都
以

来
、
長
く
政
治
や
文
化
の
中
心
と
し
て
栄
え
た
。
佐
々

木
博
士
は
盆
地
北
部
に
あ
る
深み
ぞ
ろ
が
い
け

泥
池
で
堆
積
物
を
採
取

し
、
そ
の
花
粉
分
析
や
微
粒
炭
分
析
を
行
っ
た
。
そ
れ

ら
の
分
析
結
果
と
、
近
畿
地
方
や
深
泥
池
周
辺
で
得
ら

れ
た
考
古
・
歴
史
資
料
を
比
べ
る
こ
と
で
、
同
地
域
に

お
け
る
過
去
約
２
０
０
０
年
間
の
植
生
変
遷
と
人
間
活

動
の
関
わ
り
を
調
べ
た
（
図
３
）。

古
墳
時
代
以
前
に
は
、
コ
ナ
ラ
属
ア
カ
ガ
シ
亜
属

（
常
緑
カ
シ
の
仲
間
）
花
粉
が
高
い
出
現
割
合
を
示
す
。

他
方
、
二
葉
マ
ツ
花
粉
は
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
。
畿

内
地
域
や
深
泥
池
周
辺
で
は
人
口
が
少
な
か
っ
た
と
見

ら
れ
、
常
緑
カ
シ
を
主
と
す
る
照
葉
樹
の
自
然
林
が
広

が
っ
て
い
た
。

飛
鳥
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
は
、
常
緑
カ
シ
花
粉
が

漸
減
し
二
葉
マ
ツ
花
粉
が
連
続
し
て
出
現
し
始
め
る
。

こ
の
頃
に
は
、
律
令
制
を
は
じ
め
、
国
家
の
統
治
機
構

が
整
う
と
と
も
に
、
長
岡
京
、
平
安
京
な
ど
の
都
が
造

営
さ
れ
た
。
深
泥
池
の
北
方
に
は
、
７
～
12
世
紀
に
陶

質
の
土
器
や
瓦
を
焼
い
て
い
た
窯
の
跡
が
あ
る
。
人
口

が
し
だ
い
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、
都
の
造
営
に
必
要
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な
瓦
の
窯よ
う

業ぎ
ょ
うが
操
業
・
発
展
し
、
燃
料
や
肥
料
な
ど
森

林
資
源
の
需
要
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
窯
業
の
操
業
が

始
ま
っ
た
頃
に
は
、
堆
積
物
か
ら
お
び
た
だ
し
い
微
粒

炭
も
出
て
く
る
。
深
泥
池
周
辺
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人

間
活
動
を
契
機
に
ア
カ
マ
ツ
が
増
え
始
め
た
。

平
安
時
代
の
後
期
、
平
安
京
の
造
営
の
後
、
深
泥
池

の
あ
る
上
賀
茂
地
域
が
上
賀
茂
神
社
の
社
領
と
な
っ
た

頃
を
境
に
、
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
か
け
て
、
二
葉
マ
ツ

花
粉
は
さ
ら
に
増
加
し
、
常
緑
カ
シ
花
粉
は
減
少
の
一

途
を
た
ど
る
。
人
口
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
農
地
が

広
く
開
墾
さ
れ
、
中
世
的

な
生
産
・
開
発
活
動
も
活

発
化
し
た
こ
と
で
、
ア
カ

マ
ツ
を
主
と
す
る
二
次
林

に
移
行
し
た
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
二

葉
マ
ツ
花
粉
が
急
激
に
増

加
し
、
常
緑
カ
シ
花
粉
は
極

め
て
低
率
と
な
る
。
深
泥
池

周
辺
で
は
急
激
に
人
口
が

増
加
し
た
。
こ
の
時
代
の
絵

図
の
分
析
（
８
）
に
よ
る
と
、

上
賀
茂
神
社
の
周
辺
に
ア

カ
マ
ツ
林
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
深
泥
池
周

辺
に
ま
と
ま
っ
た
ア
カ
マ

ツ
二
次
林
が
広
が
っ
た
。

以
上
、「
花
粉
か
ら
読
み

解
く
昔
の
植
生
と
人
間
活

動
」
と
題
し
て
話
を
進
め
て

き
た
。
堆
積
物
に
は「
花
粉
」

の
化
石
が
多
量
に
残
存
す

る
こ
と
が
あ
る
。
葉
や
種
実

の
化
石
と
は
異
な
り
、
花

粉
は
広
い
範
囲
か
ら
散
布
・

運
搬
さ
れ
堆
積
す
る
た
め
、

湖
沼
や
湿
原
の
周
辺
の
植
生
景
観
を
復
元
す
る
上
で
有

効
な
化
石
で
あ
る
。
前
述
の
佐
々
木
博
士
の
研
究
に
よ

る
と
、
畿
内
地
域
あ
る
い
は
京
都
盆
地
で
は
、
花
粉
分

析
資
料
か
ら
示
唆
さ
れ
る
植
生
変
遷
に
地
域
差
が
認
め

ら
れ
る
（
６
）。
こ
れ
は
地
域
に
よ
っ
て
人
間
社
会
の

発
達
の
度
合
い
や
森
林
の
利
用
方
法
が
異
な
り
、
二
次

林
化
す
る
時
期
や
過
程
が
異
な
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

と
し
て
興
味
深
い
。
深
泥
池
の
よ
う
な
、
詳
細
に
年
代

決
定
さ
れ
た
花
粉
分
析
資
料
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
が
、

質
の
高
い
資
料
を
集
め
る
と
と
も
に
、
植
生
景
観
の
空

間
分
布
と
そ
の
変
遷
を
き
め
細
か
く
復
元
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。
地
域
の
地
理
的
な
特
性
や
考
古
・
歴
史
資

料
か
ら
読
み
取
れ
る
歴
史
的
な
背
景
も
踏
ま
え
る
こ
と

で
、
過
去
の
植
生
と
人
間
活
動
と
の
関
わ
り
の
全
体
像

を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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